
橘

尾
瀬

ヶ
原

に
お

け
る
湿

原
植

生

の
復

元

は

じ

め

に

尾
瀬

ケ
原

は
、
福
島
、
群
馬
、
新
潟
三
県
の
境
界
域

に
位
置
し
、
燧
ケ
岳

(
二
、
三
四
六

m
)
、景
鶴

山

(
二
、
○
〇

一
m
)、
至
仏
山

(
二
、
二
二
八

m
)
な
ど
、
二
、
○
○
O

m
級
の

山

々
に
囲
ま

れ
た
谷
状
地

に
発
達
し
た
湿
原
で
あ

る
。
湿
原
の
標
高
は
約

一
、
四
〇
〇

m
、

そ
の
形
状

は
、
東
西
に
長
く
約
六
㎞
、
最
大
幅
約

二

・
五
㎞
、
面
積
お
よ
そ
八
○
○
㎞
で
、

本
州
最
大

の
規
模
を
も

つ
山
地
湿
原

で
あ
る
。
尾
瀬

ケ
原
は
、
周
縁
部

の
低
層
湿
原
や
拠
水

林

、
中
心
部

の
高
層
湿
原
や

こ
れ
ら

の
移
行
帯

の
中
間
湿
原
な

ど
、
種

々
の
発
達
段
階
に
あ

る
多
様
な
植
生
か
ら
構
成
さ
れ
、
ま
た
、
植
物
相

や
動
物
相
も
豊
富
で
、
貴
重
な
湿
原
生
態

系
を

形
づ
く

っ
て

い
る
。
高
層
湿
原
に
は
池
漕

が
多
く
、
ま
た
ケ
ル
ミ
、
ブ

ル
ト
、
シ

ュ
レ

ン
ケ
、
リ

ュ
レ
(湿
地
溝
)
な
ど
の
高
層
湿

原
特
有

の
微
地
形
の
発
達

が
顕
著

で
あ
る
。

こ
の

よ
う
な
微
地
形
に
対
応
し
て
形
成
さ
れ
る
群
落
複
合
体
も
、
池
漕
複
合
体
、
再
生
複
合
体
、

周
縁
複
合
体
な
ど
が
明
瞭
に
分
化
し
、
典
型
的
な
高
層
湿
原
と
な

っ
て

い
る
。
ま
た
尾
瀬
地

域

は
湿
原
や
湖
沼
ば
か
り

で
な
く
、
そ
の
周
辺
を
囲
む
山
岳
林
や
高

山
植
生
を
も

つ
、
わ
が

国
有
数

の
学
術
的
価
値

の
高

い
自
然
地
域
で
あ

る
。

こ
の
た
め
昭
和
九
年
に
は
日
光
国
立
公

園
特
別
保
護
地
区
に
編
入
さ
れ
、
昭
和
三
十
五
年

に
は
特
別
天
然
記

念
物

に
指
定
さ
れ
て
、

厳
重

に
保
護
さ
れ
る
こ
と
と
な

っ
た
。

尾
瀬
を
訪
れ
る
人
が
急
激
に
増
加
し
た
の
は
、
昭
和
三
十
五
年
頃
か
ら
と
言
わ
れ
る
。

か

ピ

サ

子

つ
て

「
は
る
か
な
尾
瀬
」
と
詩

に
詠
ま
れ
た
尾
瀬

ケ
原
も
、
観

光
道
路
の
整
備
、
交
通
機
関
の
発
達
に
よ

っ
て
首
都
圏
か
ら
至

近

の
野
外
リ
ク

レ
ー
シ

ョ
ン
地
と
な
り
、

ミ
ズ
バ
シ

ョ
ウ
や

ニ

ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
の
開
花
最
盛
期

の
休
日
な
ど
に
は
、

一
日
に

一

蟹

編

,

,い
＼

五
、
○
○
○
人
を
越
す
入
山
者
を
迎
え
る
に
至

っ
て
い
る
。
当
時

は
木
歩
道
も
不
備
で
あ
り
、

ま
た
監
視
体
制
も
不
十
分
で
あ

っ
た
た
め
入
山
者
が
湿
原
内
を
自
由
に
歩
き
、
踏
み
つ
け
に

よ

っ
て
池
漕
周
辺
や
浮
島

を
は
じ
め
と
す

る
高
層
湿
原

の
植
生
が
破
壊
さ
れ

て
裸
地
化
が
目

立

っ
て
来

た
。
湿
原
植
生
の
破
壊
は
尾
瀬
ケ
原
ば
か
り
で
な
く
、
尾
瀬
沼
畔

の
湿
原
や
菖
蒲

平
湿
原
に
も

及
ん
だ
。

こ
の
よ
う
な
湿
原
の
荒
廃

に
対
処
し

て
、
昭
和
四
十
年
八
月

に
文
化

庁

(
当
時
、
文
化
財
保
護
委
員
会
)
と
群
馬
、
福
島

、
新
潟
三
県
の
教
育
委
員
会
に
よ
る
現

地
調
査

が
行
な
わ
れ
た
。

そ
の
結
果
、
尾
瀬

ケ
原

の
景
観
保
全
と
湿
原
植
生

の
保
護

の
立
場

か
ら
、
木
歩
道

の
整
備
、
湿
原
内
立
ち
入
り
禁
止
、
湿
原
破
壊
跡
地
の
植
生
復
元
等

の
保
護

管
理
事
業

の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
、
群
馬
、
福
島
両
県
の
教
育
委
員
会
が
主
体
と
な

っ
て
、

昭
和
四
十

一
年
よ
り
実
施

さ
れ
る

こ
と
と
な

っ
た
。
木
歩
道

の
整
備
と
と
も
に
、
群
馬
県
で

は
山

の
鼻

に
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
と
展
示
園
を
作
り
、
ま
た
環
境
庁
で
は
尾
瀬
沼
畔
に
ビ
ジ

タ
;
セ

ン
タ
ー
を
設
け
て
入
山
者
に
対
し
て
湿
原

の
案
内

と
自
然
保
護

の
指
導
を
行

い
、
湿

原
内
立
ち
入
り
禁
止

の
措
置
は
そ

の
後
、
よ
く
守
ら
れ
て
き

て
い
る
。

こ
の
事
業

の
中
心
は
、
荒
廃
地

の
人
為
復
元

で
あ
る
が
、
当
初
は
湿
原
植
生

の
復
元

の
実
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際
の
研
究
例

は
な
く
、
ま
た
尾
瀬

の
植
物
を
使
用
し
て
の
復
元
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た

の
で
復
元
作
業

は
試
行
錯
誤
の
連
続
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情

か
ら
、
実
際

の
作
業

の

中
心
と
な
る
尾
瀬
保
護
管
理
員

の
ほ
か
に
、
研
究
員

と
し
て
尾
瀬
保
護
指
導
員
が
委
嘱
さ
れ
、

作
業
と
調
査

、
研
究
と
が
同
時
に
進
行
す
る
体
制

が
組
ま
れ

て
進
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
福

島
県

で
の
復
元
に
関
す

る
調
査
、
研
究

は
、
昭
和
四
十

一
年
よ
り
現
在
ま
で
継
続
し

て
行
わ

れ

て
お
り
、
そ

の
成
果

は
遂
次
、
年
次
報
告
(
「
尾
瀬

の
保
護
と
復
元
1
～
皿
」
)
に
発
表
さ
れ

て
い
る
。

こ
こ
で
は
主

と
し

て
こ
れ
ら

の
報
告
に
基
づ

い
て
、
尾
瀬

ケ
原

(福
島
県
側

)
の

植
生
復
元

の
現
状
に

つ
い
て
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

踏
み
つ
け
に
よ
る
植
生
破
壊

尾
瀬

ケ
原

に
お
け

る
植
生

の
破
壊
は
、
歩
道
ま
た
は
木
道

沿

い
の
部
分
、

原下田代の池漕複合体尾写真1

池
漕
周
辺
部

お

よ
び
休
憩

・
待
機
地
な
ど
に
目
立

っ
て
起

こ
っ
た
。
特

に
ミ
ズ
ゴ
ケ

堆

の
発
達
す
る
再
生
複
合
体
や
池

漕
複
合
体

の
植
生
は
、
周
縁
複
合

体

の
植
生
よ
り
も
破
壊
さ
れ
や
す

く
、
裸
地
化
し
た
と

こ
ろ
が
多

か

っ
た
。
湿
原
植
物
は
、
踏
み

つ
け

に
よ

っ
て
損
傷
を
受
け
次
第

に
消

滅
す

る
が
、
そ
の
抵
抗
性
を
踏

み

つ
け

の
程
度

に
対
応
し
た
各
種

の

分
布
様
式
か
ら
分
類
す

る
と
次

の

よ
う

に
な
る
。
踏
み

つ
け

が
は
じ

ま
る
と
早
急

に
消
滅
す

る
種
群
ー

ミ
ズ
ゴ

ケ
類
、
ナ
ガ
バ
ノ
モ
ウ

セ

ン
ゴ
ケ
、
モ
ウ
セ
ン
ゴ
ケ
、
ヒ
メ

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
、

ウ
メ
バ
チ
ソ
ウ
、
ミ
ツ
バ
オ
ウ

レ

ン
、
タ
テ
ヤ

マ
リ

ン
ド
ウ
、
ミ
ズ
ギ
ク
な
ど
。
多
少
抵
抗
性
は
あ

る
が
、
踏
み

つ
け

が
繰
り
返
さ

れ
る
と
消
滅
す

る
種
群
ー

ヌ

マ
ガ
ヤ
、
ホ

ロ
ム
イ

ス
ゲ
、
ヤ
チ

ス
ゲ
、ワ
タ
ス
ゲ
、チ

ン
グ
ル
マ
、

キ

ン
コ
ウ
カ
、
ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ
、
ホ
ロ
ム
イ
ソ
ウ
、

コ
バ
ギ

ボ
ウ
シ
、イ
ワ
シ

ョ
ウ
ブ
な
ど
、
抵

抗
性
が
比
較
的
強
く
、
増

加
す
る
種
群
ー

ヤ
チ
カ
ワ
ズ
ス
ゲ

(
カ
ワ
ズ

ス
ゲ
)
ミ
タ
ケ
ス
ゲ
、

ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
、
ア
イ
バ
ソ
ウ
、
ゴ
ウ
ソ
、
ホ
シ
ク
サ
属
な
ど
。

抵
抗
性
が
強
く

踏
み
つ
け
に
よ

っ
て
裸

地
化
し
た
と
こ
ろ
に
湿
原
外

か
ら
侵
入
し
て
く
る
種
群
ー
イ
、

ハ
ナ

ビ
ゼ
キ

シ
ョ
ウ
、
ミ
ノ
ボ

ロ
ス
ゲ
、
ミ
ゾ
ソ
バ
、
ク
サ
イ
、
オ
オ
バ

コ
、

エ
ゾ

シ
ロ
ネ
、
ヤ

マ
ヌ
カ
ボ
、
ス
ズ
メ
ノ
カ
タ
ビ
ラ
な

ど
。

高
層
湿
原

の
代
表
種
で
あ
る
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
や
ナ
ガ

バ
ノ
モ
ウ
セ

ン
ゴ
ケ
、

ヒ
メ
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、

ツ
ル
コ
ケ
モ
モ
な
ど
が
抵
抗
性

が
最
も
弱
く
、

踏
み
つ
け
が
は
じ
ま

る
と
間
も
な
く
消
失
す

る
こ
と
は
、
湿
原
保
護
上
注
目
す
べ
き

で
あ
る
。

ま
た
反
対
に
抵
抗
性

の
強

い
も

の
は
、
低
層
湿
原
性

の
も

の
か
、
ま
た
は
人
里
植
物

の
よ
う

に
湿
原
外
か
ら
も

た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
高
層
湿
原
と
し
て
は
異
質

の
も
の
で
あ
る
。
湿
原

植
物

の
踏
み

つ
け
抵
抗
性

は
、
地
上
部
や
地
下
器
官

の
形
態
と
関
係
が
深

い
。
早
急
に
消
滅

す

る
種
群
は
、
地
上
部

は
直
立
型
、
地
下
部

は
主
根
や
細

い
葡
旬
状
根
茎
を
も
ち
、
ま
た
徐

々
に
消
滅
す
る
も

の
や
増
加
す

る
種
群
に
は
、

ロ
ゼ
ッ
ト
型
や
叢
生
型
で
太

い
葡
旬

状
根
茎

を
も

つ
も
の
が
多

い
。
ま
た
再
生
様
式
の
面
で
み
る
と
、
前
者

は
頂
芽
を

一
個

つ
け
る
も
の

が
多

い
た
め
再
生
力
が
小
さ
く
、
ま
た
後
者

は
頂
芽

の
他
に
側
芽
を

つ
け
、
不
定
芽
の
形
成

も
旺
盛
で
あ
る
。
大
部
分

の
湿
原
植
物
は
夏
季

に
翌
年
に
伸

び
る
芽
を
形
成
す
る
が
、
こ
の

芽

の
形
成
期
と
登
山
シ
ー
ズ

ン
が

一
致
す

る
の
で
、
芽
は
致
命
的
損
傷
を
受
け
る
確
率

が
高

く
、
再
生
不
能
と
な
り
消
滅
す

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

湿
原
が
踏
み

つ
け
に
よ

っ
て
裸
地
化
す
る
と
、
表
層

泥
炭

の
破
砕
、
圧
縮
や
固
結
、
降
雨

時

の
地
表
流
水
に
よ
る
浸
食

と
運
積
、
含
水
量

の
低

下
な
ど
、
土
壌
環
境
に
著
し

い
変
化
が

起

こ
る
。
尾
瀬
ケ
原
下
田
代
池
漕
複
合
体

の
ケ

ル
ミ
で
の
土
壌
含
水
量

の
測
定
結
果

に
よ
る

と
、
荒
廃
裸
地

の
表
層

部
で
は
著
し
く
低
下
し
、
し
ば
し
ば
永
久
凋
萎
点
を
下
ま
わ

っ
て
有

効
水
が
全
く
な

い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
強
度

の
踏
み
つ
け
地

の
表
層
泥
炭
は
、
黒
色
粉
状

の
泥
炭
層
と
な

っ
て
吸

水
も
悪
く
、下
層

の
未
分
解
泥
炭
と
は
毛
管
水
に
よ
る
連
絡
も
な

い
。

し
た
が
っ
て
晴
天
が
続

き
乾
燥
す
る
と
、
種
子
の
発
芽
を
妨
げ
、
ま

た
根
系
の
浅

い
植
物
の

生
存
を
脅
か
す

こ
と
に
な
る
。
反
対
に
シ

ュ
レ
ン
ケ
や
低
平
地
で
は
、
泥
炭
は
踏

み
つ
け
に
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よ
る
破
砕

と
掩
乱
で
泥
土
化
し
、
浅

い
池
漕
な
ど
も
泥
炭
屑
や
土
砂
の
流
入
に
よ

っ
て
干
澗

す

る
こ
と
が
多

い
。
こ
れ
ら

の
場
合
に
は
、
水

の
停
滞
に
よ
る
酸
素
不
足
や
分
解
に
よ
る
富
栄

養

化
の
た
め
に
、
湿
原
植
物

の
侵
入
や
定
着

が
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
踏
み

つ
け

に
よ

る
泥
炭

の
裸
出
と
乾
燥
化
は
微
気
象
、
と
く
に
接
地
気
温
や
地
温
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た

ら
す
。
尾
瀬

ケ
原
の
夏
季
晴
天
時

の
観
測
に
よ
る
と
、
荒
廃
裸
地

の
地
表
面
直
下
で
は
四
〇

度

近
く
に
達
し
、
し
か
も
自
然
植
生
地
よ
り
も
七

～
十
三
度
も
高

い
状
態

が
長
時
間
持
続
し
、

ま
た
日
較
差
も
大
き

い
。
尾
瀬
ケ
原

の
荒
廃
地
で
は
、
植
物
の
発
芽
や
生
長
開
始
期

の
六
月

初
旬

の
晴

天
時
に
も
、
盛
夏
時
と
余

り
差

の
な

い
地
温
変
動
を
示
す

こ
と
が
あ
り
、

こ
れ
は

特
に
幼
植
物

の
生
存
に
と

っ
て
苛
酷
な
条
件
に
な

る
。

以
上

の
よ
う
な
植
物
の
踏

み
つ
け
に
対
す
る
抵
抗
性

の
差
や
環
境

の
変
化
に
伴

っ
て
、
植

生
は
さ
ま
ざ
ま
に
変
化
し
、
退
行
し
て

い
く
。
尾
瀬

ケ
原

の
荒
廃
地
に
お
け
る
代
償
植
生
の

代
表
的
な
も
の
は
、

ミ
タ
ケ
ス
ゲ
ー
ヤ
チ
カ
ワ
ズ

ス
ゲ
群
落

で
あ
る
。

荒
廃
地
の
植
生
復
元

尾
瀬

ケ
原

で
は
昭
和
四
十

一
年
当
初
、
荒
廃
地
全
域

の
実
態
調
査
を
し
、
そ

の
結
果

か
ら

自
然

の
遷
移
に
ま
か
せ
て
も
よ

い
場
所
と
人
工
的

に
播
種
ま
た
は
植
物
の
移
植
を
積
極
的

に

し
な
け
れ
ば
、
露
出
し
た
泥
炭

の
浸
食
が
進
み
、
荒
廃
地
が
さ
ら

に
拡
大
し

て
行
く
危
険
性

図1自 然回復調査区の経年変

化

A:中 湿地(周 縁複合体部)、

B:中 一湿潤地(池 漕複合体 の

ケル ミ)、

C:湿 潤 地(シ ュレンケ)、

(橘 ほか、1980-1部 改 変)。
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レ
遺

)

蝋

調

誌

羽

0

の
予
測
さ
れ
る
場
所

と
を
区
別
し
た
。
そ
し
て
表
土

の
形
状
や
土
湿
条
件
の
異
な
る
場
所
、

二
十
数
地
点
を
選

び
、
そ

こ
に

一
㎡
の
永
久
調
査
区
を
設
け
、
図
示
法
な
ど
に
よ

っ
て
植
生

回
復
の
過
程
を
精
確

に
追
跡
調
査
す

る
こ
と
と
し
た
。

H
、
自
然
復
元

木
歩
道
以
外

の
湿
原
内

立
ち
入
り
を
禁
止
し
て
か
ら
、
自
然
状
態

で
植
生
の
回
復
が
見
ら

れ
た
所
は
、
地
表
流
水
に
よ
る
浸
食
の
な

い
低
凹
地
、
傾
斜
地
下
部
に
位
置
す

る
池
漕
複
合

体

の
ケ

ル
ミ
、
高
層
湿
原
の
周
縁
複
合
体

の
部
分
な
ど
で
あ
る
。

図

一
に
は
、
自
然
回
復
調

査
区

の
二
、
三

の
例
を
示
し
た
。
図

の
A
は
、
周
縁
複
合
体

に
位
置
し
、
傾
斜
地
下
部
に
あ

る
た
め
比
較
的
水
分
供
給
が
よ
く
、
表
層

泥
炭

は
分
解
良
く

固
結
し
て

い
な

い
。

こ
の
た
め

植
物

の
侵
入
、
定
着

が
は
や
く
、
立
ち
入
り
禁
止
後
五
年
目

の
昭
和
四
十
六
年

(
一
九
七

一
)

に
は
、

ミ
タ
ケ
ス
ゲ
が
繁
茂
し
て
植
被
率
九
〇
%

に
達
し
た
。

そ
の
後
三
、
四
年
の
間

は
、

ミ
タ
ケ
ス
ゲ

の
日
陰

と
厚
く
堆
積
し
た
枯
葉

の
た
め
に
他
種

の
侵
入
が
妨
げ
ら
れ
、
構
成
種

に
大
き
な
変
化
は
見

ら
れ
な
か

っ
た
が
、
昭
和
五
十
年
頃
よ
り
株
状
に
集
合
し
て
い
た
ミ
タ

ケ
ス
ゲ
の
分
離
が
お
こ
り
、
分
離
し
た
株
間
に
は
ミ
ヤ

マ
イ

ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
や
ヌ

マ
ガ
ヤ
が

侵
入
し
は
じ
め
、早
期

に
復
元
す

る
の
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
た
。
四
年
後

の
状
態
は

ヌ
マ

ガ
ヤ
の
植
被

の
拡

大
は
見
ら
れ
る
も

の
の
、
ミ
タ
ケ

ス
ゲ
は
当
初

の
予
測
に
反
し

て
そ
れ
ほ

ど
衰
退
し
て
お
ら
ず

、
ま
た
構
成
種

の
内
容
、
出
現
種
数
共

に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

回
復

初
期
の
ミ
タ
ケ

ス
ゲ
の
旺
盛
な
繁
茂
は
む
し
ろ
構
成

20

10

0

cm2)(xlOO

lOO

50

。

…

50
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(
目

賑
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鴇
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運

目

翠
鯉

100

50

168曾70172174冒79

調 一査 年

種
の
多
様
性
を
小
さ
く
し
、
遷
移

の
進
行
を
遅
ら
せ

る
よ
う

で
あ
る
。

図
の
B
は
池
漕
複
合
体
ケ
ル
ミ
の

荒
廃
地
の
例

で
あ
る
。

こ
こ
は
棚
田
状
に
配
列
し
た

池
漕
群
の
下
部

に
位
置
し
て
い
る
た
め
常
時
、
水

の

供
給

の
あ
る
湿
潤
地

で
あ
る
。
表
層

泥
炭
は
分
解
し

て
お
ら
ず

、
固
結
も
な

い
。
調
査
開
始
時
に
は
、
二

〇
%
程
度

の
残
存
植
物
が
あ

っ
た
。
水
湿
に
恵
ま
れ

て

い
る
た
め
当
初
よ
り
侵
入
植
物

が
多
く

ミ
カ
ヅ
キ

グ
サ
、
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
、
ヤ
チ
ス
ギ
ラ

ン

の
増
加
が
顕
著
で
あ

っ
た
が
昭
和
五
十
年

二

九
七
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五

)
以
降
、
特

に
ミ
ヤ

マ
イ

ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
が
衰
退
し
、
ミ
カ

ヅ
キ
グ
サ
が
全
面
に
拡

が
り
、

ま
た
キ

ン
コ
ウ

カ
や
モ
ゥ
セ
ン
ゴ
ケ
の
増
加
が
目
立

っ
て
き
た
。

昭
和
五
十
四
年

(立
ち
入

り
禁
止
後
十
三
年
目
)
に
は
、
全
植
被

面
積
が
九
〇
%
近
く
に
達
し
て
い
る
。

し
か
し

ミ
ズ

ゴ

ケ
類
の
侵
入

は
極
め
て
わ
ず
か
で
、
昭
和
五
十
年
以
降
ほ
と
ん
ど
変
化
し
て

い
な

い
。
図

の
C
は
池
漕
周
辺

の
低
凹
地

で
、
し
ば
し
ば
滞
水
す

る
湿
潤
地

の
例

で
あ
る
。

調
査
開
始
時

の
昭
和
四
十
五
年

(
一
九
七
〇

)
に
は
、
ホ

ロ
ム
イ
ソ
ウ
、
ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ
、
ミ
ヤ

マ
イ

ヌ

ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
な

ど
七
種
で
あ

っ
た
が
年

々
侵
入
種
が
増
加
し
、
三
年
後

に
は
十
六
種
、
稚
苗

数

一
、
〇
三
五
/

㎡
に
達
し

た
。
昭
和
四
十
九
年
に
は
ミ
ヤ
マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
、
ミ
カ
ヅ

キ
グ
サ
、
ナ
ガ
バ
ノ
モ
ウ
セ

ン
ゴ

ケ
な
ど
の
増
殖
が
顕
著

に
な
り
、
植
被
率
六
〇
%

に
達
し

て
い
る
。

そ
の
後
、

ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ
と
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
は
徐

々
に
占
有

面
積
を
拡

げ
、
昭
和
五
十
四
年

に
は
七
五
%
強

の
植
被
率

に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
こ
の
五
年
間
の
著
し

い
変
化
は
、
キ

ン
コ
ウ
カ
の
増
加

で
あ
る
。
キ

ン
コ
ウ
カ
の
増
殖
は
他
調
査
区
で
も
見
ら
れ

昭
和
五
十
年
以
降

の
諸
変
化
の
中

で
も
特
に
目
立

つ
現
象

で
あ
る
が
、
こ
の
中
に
は
種
子
繁

殖

に
よ
る
ば
か
り
で
な
く
、
残
存
地
下
茎
か
ら

の
再
生
個
体
も
多

い
。
し
か
し
、
図
C
の
調

査
区

の
場
合
に
は
、
大
部
分
が
種
子
繁
殖
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
イ
、
ア
イ
バ
ソ
ウ
、

ヤ
チ

カ
ワ
ズ

ス
ゲ
な
ど
、
荒
廃
地

の
初
期
植
生

の
構
成
種

が
消
滅
も
し
く
は
減
少
し
、
ク

ロ

イ

ヌ
ノ
ヒ
ゲ
、
ミ
ズ
ギ
ク
、
ミ
ツ
ガ

シ
ワ
な
ど
の
稚
苗

の
消
失
も
見
ら
れ
、
構
成

種
の
消
長

図2人 工回復調査区の経年変

化

A:中 一湿潤地(池 漕複合体の

ケル ミ)、

B:中 湿 地(周 縁複合体部)、

C:中 湿地(高 層湿原傾斜地下

部、敷ワラ処理)、

(橘 ほか、1980-1部 改変)。

20

10

0

20一

工

10

煙

の
激
し

い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
こ
も
ま
た
図
B

の
例

と
同
様
に
、
水
分
条
件
が
よ
い
割
合

に

は
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

の
侵
入
が
見
ら
れ
な

い
。
高
層
湿
原
の
場
合
に
は
、
高
等
植
物

の
構
成
種
の

多
様
性
が
増
し
、
そ
の
内
容

が
自
然
群
落

に
近
似
し
て
い
て
も
、
ミ
ズ
ゴ

ケ
層

が
形
成
さ
れ

な

い
限
り
、
真
に
復

元
し

た
こ
と
に
は
な
ら
な

い
。

こ
の
点
か
ら
見

る
と
、
B
、
C
両
調
査

区

共
、
ま
だ
初
期
遷
移

の
状
態

に
留
ま

っ
て
お
り
、
踏
み
つ
け
に
よ

っ
て
破
壊
さ
れ
た
ミ
ズ
ゴ

ケ
層

の
自
然
復
帰
に
は
、

い
か
に
長

い
年
月
を
要
す

る
か
が
わ
か
る
。

口
、
人
工
復
元

荒
廃
地
の
う

ち
で
、
排
水

の
よ

い
乾
燥
地
や
表
層
泥
炭
が
流
水

に
よ

っ
て
頻
繁
に
移
動
す

る
よ
う
な
裸
地
で
は
、
立
ち
入
り
禁
止
後
十
数
年
を
経
た
現
在
で
も
植
物

の
自
然
侵
入
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、裸
地
状
態

に
留
ま

っ
て
い
る
。
こ
う

し
た
と

こ
ろ
は
環
境
を
よ
く
し
適
当
な
植

物
を
導
入
し
て
、
人
工
的

に
植
生

の
回
復
を
は
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
尾
瀬

ケ
原
に
お

け
る
人
工
復
元
の
方
法

と
し

て
当
初
に
行
わ
れ
た
も

の
は
、
ブ

ロ
ッ
ク
移
植
と
ミ
タ
ケ
ス
ゲ

の
播
種
で
あ
る
。
ブ

ロ
ッ
ク
移
植
と
は
、
ち
ょ
う

ど
ス
コ
ッ
プ
の
大
き
さ
に
自
然
地
の
植
物

群
を
泥
炭

ご
と
掘
り
取
り
、

こ
れ
を
荒
廃
地
に
点
々
と
移
植
す

る
こ
と
で
あ
る
。
移
植

の
際

に
荒
廃
地
か
ら
出

る
泥
炭
ブ

ロ
ッ
ク
は
、
自
然
地
の
掘
り
取
り
跡

の
穴
う

め
に
用

い
た
。

こ

の
方
法

は
移
植
し

た
植
物
群
を
起
点

と
し
て
植
被

が
拡
が

っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
も

の

で
あ
る
が
、
裸
地

へ
の
拡
大
は
極

め
て
遅

い
。

ま
た
自
然
地
の
掘
り
取
り
跡
の
回
復
も
意
外

に
遅
く

(
現
在
で
は
殆
ん
ど
回
復

0

20
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xl

lO
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潭

魑

謡

期
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魑
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埋
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50

00

調 査 年

□ 植被面積 園 侵 入 種

皿皿 移植ブ・・ク 圃 ・ズゴケ

巨2播 樹 ミタケ・ゲ)

し
て
い
る
)
広
域
に
用

い
る
と
自

然
地
を
荒
廃

さ
せ
る
お
そ
れ
も
あ

る
の
で
、間
も
な
く
中
止
さ
れ
た
。

ミ
タ

ケ
ス
ゲ
の
播
種
は
、

こ
の

植
物
が
裸
地
の
初
期
遷
移

の
代
表

種

で
あ
る

(宮
脇

・
藤
原

一
九
六

八

・
一
九
七
〇
)
と

こ
ろ
か
ら
採

用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尾
瀬
ケ

原

で
は
、
ミ
タ
ケ
ス
ゲ
は
種
子
生

産
量
が
多
く
採
種
が
容
易
で
あ
り
、
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ま

た
種
子

の
発
芽
率
が
よ
く
、
初
期
生
長
も
速
く
、
裸

地
の
初
期
の
緑
化

に
は
適
種
で
あ
る
。

こ
の
植
物
の
点
播
に
よ
る
荒
廃
地

の
緑
化
は
か
な
り
の
成
果
を
収
め
た
。
し
か
し
高
層
湿
原

中
心
部

の
よ
う

に
周
辺
よ
り
高
く
、
乾
燥
し
易

い
場
所

で
は
、
ミ
タ
ケ
ス
ゲ
は
発
芽

は
す
る

が
生
長
が
悪
く
、
そ

の
あ

と
次
第
に
消
滅
し

て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
な
高
燥
地
の
裸
出
泥
炭

の
含
水
量
を
測
定
し

て
み
る
と
、
表
層

】
㎝
ぐ
ら

い
ま
で
の
泥
炭
で
は
含
水
量
が
し

お
れ
係

数

の
三
分

の

一
以
下
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
前
述

の
よ
う

に
、
乾
燥
は
ま
た
地
温
の
上
昇
に

つ
な
が
る
。

播
種
さ
れ
た
植
物
は
降
雨
量
の
多

い
時
期
に
発
芽
は
す

る
が
、
夏
季

の
き
び
し

い
乾
燥
と
高
温

に
消
耗
し
、
枯
死
す
る
こ
と
に
な
る
。
自
然
植
生
地

に
み
ら
れ
る
、
厚
さ

一

〇

㎝
内

外
の
ミ
ズ
ゴ
ケ
の
層
は
、
幼
植

物
の
生
好
に
と

っ
て
い
か
に
重
要
な
役
割
を
果
し
て

い
る
か
が
わ
か
る
。

こ
う
し
た
裸
地
表
層

の
厳
し

い
環
境
を
緩
和
す
る
た
め
、
敷

ワ
ラ
処
理
の
方
法

が
考
え
ら

写真2尾 瀬 白砂 田代、木道周辺の植生複元地

(保護棚の両側に1968年 秋 、 ミタケスゲの播種 とブロ

ック移植 を行 なった。写真は1972年8月 撮影。)

藁

・嚇

鱗

諺

、
毒

究

.

羅

●

れ
た
。

こ
の
方
法

は

従
来
、
砂
防
植
栽
や

道
路
法
面
緑
化
に
応

用
さ
れ

て
い
る
が
、

尾
瀬

ケ
原

の
植
生
復

元

の
場
合
に
も
特
に

大
き
な
効
果
を
示
し

た
。

敷
ワ
ラ
の
材
料

は
外
部
か
ら
持
ち
込

む

の
は
好
ま
し
く
な

い
た
め
、
尾
瀬

ケ
原

に
あ
る
種

々
の
植
物

で
試
験
し
た
結
果
、

小
さ
く
て
手
間
は
か

か
る
が
、
冬
枯
れ
前

の
ヌ

マ
ガ
ヤ
が
よ

い

と

い
う

こ
と
に
な
り
、

ミズゴケ切片散布の実験結果の1例

(樋 口ほか1980、1部 改変)
広
く
用

い
ら
れ
た
。
敷

ワ
ラ
は
裸
地
表
面
の
環
境

の
緩
和
ば
か
り
で
な
く
、
小
形
種
子
の
定

着
に
も
極

め
て
有

効
で
あ

る
。
ミ
タ
ケ

ス
ゲ
に
よ
る
緑
化
が
不
良

で
あ

っ
た
高
層
湿
原
の
中

心
部
は
昭
和
四
十
五
年
以
降
、
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
と
ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ

の
播
種
と
敷
ワ

ラ
処
理
の
組
み
合
わ
せ
に
よ

っ
て
緑
化
に
成
功
し
て
い
る
。

流
水

が
多
く
表
土
の
浸
食
の
激

し

い
傾
斜
地
は
、
播

い
た
種
子
も
定
着
し
な

い
。

こ
の
よ
う

な
場
所
も
敷
ワ
ラ
と
ブ

ロ
ッ
ク

移
植

に
よ

っ
て
水
勢
を
弱
め
、
植
生

の
回
復
を
も
た
ら
す
こ
と
が
で
き

た
。

図
二
に
は
人
工
復
元

の
二
、
三
の
例
を
示
し
た
。
A
は
池
漕

の
ケ
ル
ミ
、
B
は
周
縁
複
合

体

の
部
分

で
あ

り
、
両
者

共
、
ミ
タ

ケ
ス
ゲ
播
種
と
ブ

ロ
ッ
ク
移
植

に
よ
る
緑
化
地
で
あ
る
。

敷

ワ
ラ
処
理
は
し

て
い
な

い
。

A
で
は
、
昭
和
四
十
三
年
十
月

に
播

種

し

た
ミ
タ

ケ

ス
ゲ

は
翌
年
六
月
に

一
斉
に
発
芽
し
、
三
年
目
ま

で
は
順
調
に
成
長
し

た
が
開
花
結
実
ま
で
に
は

至
ら
ず
、
そ
の
後
、
侵
入

種

の
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
と
ミ
カ
ヅ
キ
グ
サ

の

増
殖

に
抑
え
ら
れ
て
消
滅

の

一
途
を
た
ど
り
、
十
年

後

に
は
完
全
に
消
失
し
た
。

鵬

変

こ
こ
で
は
特
に
ヤ
亥

ギ

直

ラ

ン
の
増
殖
が
目
ざ
ま
し

表1

立 地 ミタケスゲ播種地
ミヤ マ イ ヌ ノハ ナ
ヒ ゲ 自 然 増 殖 地

散 布 し た 種 類 イボ ミズゴケ イボ ミズゴケ

調 査 年 1973 1975 1979 1973 1975 1979

ミズゴケ植被率(%)
静

ミズゴケ個体数/100cm2

高等 植物の植被率(%)

15

11.6

85

40

20.0

70

95

45.0

75

7

7.4

85

22

29.3

85

95

66.2

45

散 布 し た 種 類 キダチ ミズゴケ キダチ ミズゴケ

調 査 年 1973 1975 1979 1973 1975 1979

ミズゴケ植被率(%)

ミズ ゴケ個体数/100cm2

高等植物の植被率(%)

4

12.4

30

16

34.0

40

85

86.8

65

5

10.0

80

30

33.0

50

85

76.2

65

・10cm×10cm方 形 区 、5ケ の 平 均 イ

く
、
葡
旬
茎

が
裸
地
を
被

覆
し
、

い
わ
ば
自
然

の
敷

ワ
ラ

の
役
目
を
果
し
て

い

る
。

こ
の
枯
死
茎
の
堆
積

は
泥
炭
表
面
の
保
水
力
を

高
め
、
移
入
種
子
の
流
失

を
防
ぎ
、
ま
た
好
適
な
発

芽
床
と
も
な

っ
て
多
種
多

様

の
稚
苗
が
出
現
し

て
い

る
。
B
で
は
、
昭
和
四
十
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三
年
秋
播
き

の
ミ
タ
ケ
ス
ゲ
は
三
年
後

に
は
平
均
草
丈
四
〇

㎝
に
達
し
、
全
個
体

が
開
花
結

実
し
た
。

ま
た
昭
和

四
十
四
年
秋

に
ミ
タ
ケ

ス
ゲ
の
株
間
に
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ
ヒ
ゲ
を
播

種
し
た
が
、

こ
れ
も
生
育
良
好
で
、
二
年
後
に
は
開
花
結
実
個
体
も
見
ら
れ
た
。
当
初
、
自

然
侵
入
種
は
少
な
か

っ
た
が
、
ミ
タ

ケ
ス
ゲ

の
衰
退

に
伴

っ
て
徐

々
に
増
加
し
、
昭
和
四
十

八
年

(
一
九
七
三
)
に
は
出
現
種
数
十
七
種
に
達
し
て
い
る
。

C
は
、
播
種
、
移
植
、
敷

ワ

ラ
三
者

の
併
用
に
よ
る
緑
化
地
の
例

で
あ
る
。

こ
こ
で
は
特
に
早
期

に
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

の
侵
入

が
見
ら

れ
た
。

こ
れ
は
、
後

の
ミ
ズ
ゴ

ケ
類

の
復
元
方
法

の
基
礎

と
も
な

っ
た
。

⇔
、

ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の
復
元

ミ
タ
ケ
ス
ゲ
や

ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
に
よ
る
荒
廃
地

の
緑
化

は
、
復
元

の
第

一
段

階

に
過
ぎ
な

い
。

し
か
し
裸
地
に
緑

が
戻

っ
た

こ
と
は
、
景
観
的
に
も
、
ま
た
裸
地

の
浸
食
を

く

い
と
め
、荒
廃

地
の
拡
大
を
防
ぐ
と

い
う

こ
と
か
ら
も
評
価

で
き
よ
う
。
ま
た
既
述

の
よ
う

に
播
種
植
物

の
成
長
や
敷
ワ
ラ
に
よ

っ
て
表
層
泥
炭

の
状
況
も
よ
く
な
り
、
各
種

の
湿
原
植

物

の
自
然
侵

入
も
あ
り
、
あ
と
は
自
然
に
遷
移
し
、
本
来

の
意
味
で

の
復
元

の
可
能

性
も
出

て
来
た
。
今
後

の
作
業
と
し
て
は
、
こ
の
自
然

の
遷
移
を
人
工
的

に
早
め
る
仕
事
が
あ
る
。

そ

の
第

一
は
自
然
回
復

の
困
難
な
ミ
ズ
ゴ
ケ

マ
ッ
ト

の
復
元
で
あ
る
。

尾
瀬

ケ
原

で
現
在
試
験

的

に
行
わ
れ
て

い
る

一
つ
の
方
法
は
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

の
切
片
散
布

で
あ
る
。

こ
の
方
法
は
、

ミ
ズ
ゴ

ケ
群
落

の
上
層

か
ら
ミ
ズ
ゴ

ケ
の
先
端
部
約

一
㎝
の
長
さ

で
、

一
〇

㎝
×

一
〇

㎝
の

面
積
分
を
切
り
取

お

イ

な

り
、

こ
れ
を
五
〇

〇

図3ミ ズゴケ切片散布地に

ける植生回復の1例

(ミ タケスゲ播種地に1973年

ボ ミズゴケの切 片散布 をおこ

った)。

(樋 口ほか、1980-1部 改変)

㎝
×
五
〇

㎝
の
裸

地

に
散
布
し
、
そ

の
上
に
敷
ワ
ラ
を

施
す
と

い
う
も

の

で
あ
る
。

自
然
地

の
ミ
ズ
ゴ
ケ
類
の

密
度
は
、
種
類
に

よ
り
、
ま
た
場
所

に
よ

っ
て
バ
ラ

つ

き

が
あ

る
が
、

一
〇
×

一
〇

面
当
り
、
イ

ボ
ミ
ズ
ゴ
ケ
で
約

一
〇
〇
個
体
、
キ
ダ
チ
ミ
ズ
ゴ

ケ
で
約

二
〇
〇
個
体
で
あ
る
。

こ
れ
を

二
五
倍

の
面
積
に
ま
く

の
で
あ
る
。
先
端
部
を
切
り

取
ら

れ
た
ミ
ズ
ゴ
ケ
は
そ

の
下
か
ら
不
定
芽
を
出
し
て
再
生
し
て

い
く

の
で
自
然
地
の
ミ
ズ

ゴ
ケ
群
落

が
荒
廃
す

る
心
配
は
な

い
。
実
験
は
昭
和
四
十
八
年
か
ら
始

め
ら

れ
た
。
表

一
に

は
、
ミ
タ
ケ
ス
ゲ
播
種
地

と
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
自
然
増
殖
地
で
の
実
験
結
果
を
示
し

た
。
ま

た
図
三
は
、図
示
法
に
よ
る
調
査
結
果

の

一
部
を
示
す
。
イ
ボ
ミ
ズ
ゴ

ケ
も
キ
ダ
チ
ミ

ズ
ゴ
ケ
も
六
年
間
で
八
五

～
九
五
%
の
植
被
率

に
達
し
、
密
度
も
五
～
十
倍
近
く
に
な
り
、

着
実

に
蘇
座
を
拡
げ
て
い
る
。

こ
の
方
法

は
、
小
面
積
か
ら
得
ら
れ
た
資
料

で
大
面
積
を
復

元
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
ま

た
自
然
地

へ
の
影
響
も
少
な
く
、
極

め
て
効
率

の
よ

い
復
元
と

い
う

こ
と
が
で
き
る
。
し

か
も

ミ
ズ
ゴ
ケ
類

が
定
着
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ヌ

マ
ガ
ヤ
な
ど
の

高
層

湿
原

に
お
け
る
主
要
構
成
種
が
侵
入
し
、
そ
し
て
成
長
を
助
長
し

て
復
元
を
は
や
め
る

こ
と
も
可
能

で
あ
る

こ
と
が
わ
か

っ
て
き
た
。

ヌ

マ
ガ
ヤ
は
当
初
か
ら
復
元

の
適
種
と
さ
れ

て

い
な
が
ら
、
結
実
が
悪

く
、
緑
化
に
は
難
し

い
植
物
と
考
え
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
そ
の

後

の
研
究
の
結
果
、
降
霜

の
少
な

い
年
に
結
実
し

た
種
子
が
よ
く
発
芽
す

る
こ
と
や
、
株
分

け
移
植

も
可
能

で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
た
。

ヌ
マ
ガ
ヤ
の
播
種
と
移
植
は
、
特

に
乾

燥

の
激
し

い
池
漕

の
ケ

ル
ミ
の
復
元
に
有
効

で
あ
る
。

こ
う
し
て
紆
余
曲
折
を
経
な
が
ら
も
、

尾
瀬
ケ
原
で
は
現
在
、
ヌ

マ
ガ
ヤ
、
ミ
カ
ヅ
キ
グ

サ
、
ミ
ヤ

マ
イ
ヌ
ノ

ハ
ナ

ヒ
ゲ
、
ミ
ズ
ゴ
ケ
類

な
ど
復
元
最

終
段
階

の
植
物
を
用

い
た
復

元
作
業

が
、
保
護
管
理
貝
の
地
道
な
努
力
に
よ

っ

て
続
け
ら
れ
て
い
る

の
で
あ

る
。

以
上

の
よ
う

に
、
荒
廃

地
の
植
生
回
復

の
は
や
さ
は
立
地
条
件
、
特

に
表
土

の
水
分
条
件

に
よ

っ
て
異
な
る
。
図
四
は
、
定
置
ワ
ク
に
お
け
る
植
生
回
復
過
程
の
継
続
観
察
お
よ
び
荒

廃
地
全
域
の
植
生
調
査
の
結
果
か
ら
推
定

さ
れ
た
、
尾
瀬

ケ
原
湿
原
荒
廃
地

の
進
行
遷
移
系

列
で
あ
る
。お

わ

り

に

.

踏
み

つ
け

は
、
湿
原
植

生
に
与
え
ら
れ
る
人
為
作
用

の
中

で
は
、
部
分
的

で
軽
微
な
作
用

で
あ
る
。

し
か
し
そ
れ
が
持
続
す
る
と
、
湿
原

は
、
短
期
間

の
う

ち
に
植
生

の
退
行
が
お
こ

り
、
裸
地
化
に
至
る
、
実
に
も
ろ
く
、
弱

い
自
然

で
あ
る
。
荒
廃
の
速
さ

に
比

べ
、
破
壊
前
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の
自
然
状
態
に
ま
で
復
元
す
る

の
に
は
、
予
測
が
困
難
な
ほ
ど
長

い
年
月
が
か
か
る
。

そ
し

て
ま

た
尾
瀬
ケ
原
に
お
け
る
十
数
年

の
人
為
復
元

の
過
程
は
自

然
を
修
復
す
る

こ
と
の
難
し

ロ

も

ノ

さ
ば
か
り
で
な
く

、
過
去

一
万
年
余

の
長

い
歴
史
を
経
て
形
成

さ
れ
て
来
た
、
湿
原
植
生

の

成

り
立
ち

の
複
雑

さ
と
そ
れ
を
保
護
し

て
い
く
こ
と

の
重
要
性

と
を
、
改
め
て
わ
れ
わ
れ
に

図4尾 瀬ケ原湿原荒廃地における進行遷移系列

(吉 岡ほか、1975、Tachibana1976-1部 改変 九

A:自 然 回復過程、B:人 工回復過程
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教
え

て
い
る
の
で
あ
る
。
今
夏
、
筆
者
は
大
雪
山
系
沼

の
原
を
訪
れ
る
機
会

に
恵
ま
れ
た
。

広
大
な
池
漕
複
合
体

の
発
達
と
尾
瀬

ケ
原
に
劣
ら

ぬ
ナ
ガ
バ
ノ
モ
ウ

セ
ン
ゴ
ケ
の
群
生
に
は

圧
倒
さ
れ
る
思

い
で
あ

っ
た
が
、
登
山
路
沿

い
の
植
生
破
壊

も
か
な
り
拡
大
し
て

い
る
よ
う

に
感
じ
た
。
登
山
道
が
湿
原
内
を
通
る
場
合

に
は
、
木
歩
道
の
設
置
が
ぜ
ひ
と
も
必
要

で
あ

る
。
重
要
な
植
生
や
貴
重
な
植
物
生
育
地
お
よ

び
動
物
生
息

地
な

ど
は
、
自
然
破
壊
を
最
小

限
に
抑
え
、
適
切
な
管
理
に
よ

っ
て
、
厳
重

に
保
全
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(北
海
道
教
育
大
学
旭
川
分
校
)
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。

尾

瀬

の
保

護

と
復

元

皿
。

七
-

二

六
。

福
島

県

。

吉

岡

邦

二

(
一
九

五

四

)
尾

瀬

ケ
原

湿
原

植

物

群

落

の
構

造

と

発
達

。

尾

瀬

ケ
原
。

一
七

〇

1

二

〇
四
。

日
本

学

術
振

興
会

東

京
。

吉

岡

邦

二

・
馬

場

篤

・
樫
村

利
道

・
樋

口
利

雄

・
橘

ピ
サ
子

(
一
九

七
五

)
尾

瀬
湿

原
植

生

の
復

元
研

究
。

一
ー

一
二

七
。

福

島

県
教

育

委

員
会

。
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